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研究成果概要 

本研究は、KAGRAのデータ取得系を整備・運用し、データの保管や国際重力波観測

網とのデータ共有を行うものである。重力波検出器 KAGRA, LIGO, Virgo は、現在第４

次観測運転(O４)中であり、複数検出器の同時観測は天体観測として重要な方向決定精度

や全天観測、さらには重力波の振幅と偏光を解くために決定的に必要である。本研究で

はこれまでのデータ転送系・保管系を維持しつつも、O4 後半にむけて KAGRA のデー

タ共有の安定性や遅延時間の改善を目指し、作業を行ってきた。 

 前年度までに KAGRA が LIGO, Vrigo とデータ共有する際の方式は、旧来のソケット

ベースの framelink というソフトウエアから、メッセージベースの Kafka というものに

変更していた。Kafkaは下流のクライアントが上流のサーバーに問い合わせる動作であ

り、送受信双方でソケットを事前に固定して準備するよりも拡張が容易である。一方で、

KAGRA サイト（神岡）から柏キャンパスまでの送信には、キャリブレーションパイプ

ラインで用いていた frame 出力と親和性のある framelink を用いている。ところが、

framelink での毎秒のデータ送信に 0.01%ほどの取りこぼしが発生しており、改良が必

要である。そのため、本年度にはキャリブレーショングループと連携して、framelink の

代わりに Kafka への以降の試験を開始した。図 A) B)にそれぞれの場合のプロセスとデ

ータの流れを図示する。ただし、この改造は転送部分だけでなく、キャリブレーション

パイプラインの出力段や共有メモリにも関わる。現状の転送系を維持しながら新方式を

実装するため、予備のサーバーで同等の環境を立ち上げて試験を開始した。現状(2025年

春)の時点で、予備サーバー上での構築が概ね出来上がった。Kafka で神岡から柏へ転送

するにはファイヤーウォールの設定などが必要であり、最終試験は 2025 年度に入って

行われている。 



        

図 KAGRA のキャリブレーションデータの転送系 

 

また、今期は KAGRA内で若手育成のための Student workshopを 8月に開催し、主に

修士の大学院生に入門的な講義や実験を行ったが、これに際してもデータ転送系・保管

系の資料を用意し、後継の育成にも務めた。 
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